
司
馬
遼
太
郎
は
い
か
に
し
て
乃
木
愚
将
論
に
た
ど
り
つ
い
た
か

司
馬
が
参
照
し
た
文
献
に
つ
い
て

　
司
馬
遼
太
郎
が
『
殉
死
』
の
冒
頭
に
お
い
て
、
学
徒
出
陣
に
よ
り
牡
丹

江
の
戦
車
第
一
連
隊
に
配
属
さ
れ
、
旅
順
戦
跡
の
近
＜
を
通
っ
た
時
に
「
な

ぜ
、
こ
れ
だ
け
の
大
要
塞
の
攻
撃
に
こ
の
ひ
と
の
よ
う
な
無
能
な
軍
人
を

さ
し
む
け
た
の
か
」
と
い
う
「
子
ど
も
の
こ
ろ
か
ら
持
ち
つ
づ
け
て
き
た

多
少
の
疑
問
」
を
「
あ
ら
た
め
て
感
じ
た
」
と
述
懐
し
て
い
る
。
（
『
殉
死
』

コ
二
頁
）

　
失
敗
続
き
の
旅
順
攻
略
戦
に
対
し
て
「
東
京
の
若
い
幕
僚
は
さ
わ
い
だ
」

場
面
で
あ
る
。

　
　
乃
木
ら
攻
囲
軍
の
司
令
部
は
な
お
二
〇
三
高
地
を
せ
め
よ
う
と
せ

　
　
ず
、
そ
の
た
め
に
海
軍
側
か
い
ら
だ
っ
た
。
バ
ル
チ
ッ
ク
艦
隊
の
回

　
　
航
が
ち
か
い
と
い
う
の
に
第
三
軍
は
敵
要
塞
の
外
囲
い
の
正
門
を
素

　
　
手
で
た
た
い
て
い
る
だ
け
で
あ
り
、
（
中
略
）
つ
い
に
乃
木
罷
免
内
案

　
　
が
東
京
か
ら
満
州
軍
総
司
令
官
大
山
巌
あ
て
に
出
さ
れ
た
。
が
、
大

　
　
山
は
そ
れ
を
黙
殺
し
た
。
（
中
略
）

　
　
　
し
か
し
一
国
の
存
亡
の
た
め
に
は
捨
て
て
も
置
け
ず
、
総
参
謀
長

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
高
木
美
栄

愛
知
教
育
大
学
大
学
院
修
士
課
程
二
年

の
児
玉
源
太
郎
に
相
談
し
た
。
児
玉
は
す
で
に
決
意
し
て
い
た
。

　
「
私
が
や
り
ま
し
よ
う
」

と
、
児
玉
は
い
っ
た
。

　
（
中
略
）
児
玉
は
出
発
に
あ
た
っ
て
い
ま
一
つ
大
山
に
頼
ま
ね
ば

な
ら
な
い
。

　
児
玉
に
す
れ
ば
乃
木
を
押
し
の
け
て
自
分
が
指
揮
を
と
る
と
な
れ

ば
現
地
司
令
部
の
抵
抗
が
大
き
い
に
ち
が
い
な
＜
、
そ
の
抵
抗
が
あ

れ
ば
児
玉
の
独
断
専
行
は
で
き
な
く
な
り
、
作
戦
遂
行
は
不
可
能
に

な
る
。

　
児
玉
が
大
山
に
要
求
し
た
秘
密
事
項
と
い
う
の
は
、
乃
木
と
そ
の

幕
僚
が
自
分
の
指
揮
を
こ
ば
ん
だ
ば
あ
い
、
即
座
に
か
れ
ら
の
機
能

を
停
止
さ
せ
る
権
能
が
ほ
し
い
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
。
大
山
は
や

む
な
く
そ
れ
を
承
知
し
た
。

　
児
玉
は
、
大
山
総
司
令
官
代
理
と
い
う
全
権
代
行
の
特
別
資
格
を

帯
び
、
煙
台
の
総
司
令
部
を
出
発
し
た
。
（
『
殉
死
』
九
〇
―
一
頁
）

　
そ
の
夜
、
児
玉
と
乃
木
と
は
、
（
中
略
）
穴
の
な
か
に
も
ぐ
り
こ
ん

で
語
り
合
っ
た
。
（
中
略
）
も
っ
と
も
言
い
づ
ら
い
こ
と
を
児
玉
は
こ
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の
装
置
な
か
で
い
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。

　
　
　
－
こ
の
お
れ
に
、
第
三
軍
指
揮
の
全
権
を
ま
か
せ
よ

　
　
　
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
。
も
し
乃
木
が
こ
と
わ
る
な
ら
ば
、
児
玉

　
　
は
大
山
巌
の
密
書
を
と
り
だ
し
即
座
に
乃
木
を
誠
首
し
て
自
分
が
第

　
　
三
軍
の
司
令
官
代
理
に
な
ら
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
。

　
　
　
　
（
中
略
）
そ
の
情
景
は
推
測
す
る
ほ
か
な
く
、
つ
い
に
両
人
と
も

　
　
墓
場
へ
ゆ
く
ま
で
こ
れ
に
つ
い
て
は
ロ
を
閉
ざ
し
た
。
た
だ
明
白
な

　
　
こ
と
は
児
玉
が
多
＜
の
言
葉
を
費
や
す
ま
で
に
乃
木
が
児
玉
の
提
案

　
　
を
受
け
入
れ
た
こ
と
で
あ
っ
た
。
こ
の
瞬
間
以
後
、
旅
順
攻
略
の
指

　
　
揮
権
は
陸
軍
大
将
男
爵
児
玉
源
太
郎
に
移
り
、
乃
木
は
そ
の
お
も
て

　
　
む
き
の
表
徴
と
な
り
、
伊
地
知
参
謀
長
以
下
は
そ
の
作
戦
機
能
を
停

　
　
止
さ
せ
ら
れ
た
こ
と
に
な
る
。
（
同
、
一
〇
〇
‐
一
頁
）

　
本
稿
で
は
、
司
馬
は
、
ど
の
よ
う
に
児
玉
の
指
揮
権
交
代
に
注
目
し
て

い
っ
た
の
か
、
そ
の
経
緯
を
追
い
、
ど
の
よ
う
に
児
玉
の
武
功
を
練
り
上

げ
て
い
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
考
察
す
る
。

　
司
馬
は
『
別
冊
文
蔡
春
秋
一
〇
〇
号
記
念
特
集
』
二
九
六
七
年
六
月
五

日
発
行
）
「
Ｉ
要
塞
」
に
、
〔
参
考
に
し
た
お
も
な
書
目
〕
を
列
記
し
て
い

る
。
ま
ず
、
司
馬
が
参
考
に
し
た
主
な
書
目
を
中
心
に
し
て
、
司
馬
が
リ

ス
ト
に
挙
げ
て
い
な
い
も
の
も
含
め
て
、
児
玉
の
指
揮
権
交
代
に
関
す
る

描
写
を
見
て
い
＜
。
軍
関
係
者
が
執
筆
し
た
も
の
で
も
あ
っ
て
も
、
私
的

な
出
版
に
関
し
て
は
民
間
の
分
類
に
入
れ
た
。

《
分
類
》

（
‘
司
馬
が
参
考
に
し
た
主
な
書
目
の
中
に
掲
載
さ
れ
て
い
な
い
も
の
）

　
軍
関
係
の
出
版
物

　
　
帝
国
軍
人
教
育
会
編
『
日
露
大
戦
史
』
（
一
九
〇
六
、
帝
国
軍
人
教
育
会
）

　
　
謀
本
部
編
纂
『
明
治
奸
七
八
年
日
露
戦
史
第
六
巻
』
（
一
九
一
四
、
東
大

　
　
偕
行
社
）

　
　
ｆ
沼
田
多
稼
蔵
『
日
露
陸
戦
新
史
』
（
一
九
二
四
、
兵
書
出
版
社
）

　
　
高
柳
光
壽
（
編
）
『
大
日
本
戦
史
第
五
巻
』
二
九
三
八
、
三
教
書
院
）

●
民
間
の
出
版
物

　
○
乃
木
と
見
玉
の
両
者
に
関
わ
る
出
版
物

　
　
・
半
井
冽
（
他
）
『
訂
正
日
露
戦
史
第
三
巻
』
二
九
〇
八
、
博
文
館
）

　
　
佐
藤
清
勝
『
予
が
観
た
る
日
露
戦
争
』
二
九
三
一
、
軍
事
普
及
會
）

　
　
大
山
元
帥
傅
編
纂
代
表
者
尾
野
賞
信
『
元
帥
公
爵
大
山
巌
』
二
九

　
　
三
五
、
大
山
元
師
傅
刊
行
會
）

　
　
‘
「
目
露
戦
役
回
顧
座
談
會
」
（
『
東
京
朝
日
新
聞
』
一
九
三
五
年
二
月
一
三

　
　
日
上
二
月
八
日
）

　
　
’
『
名
將
回
顧
日
露
大
戦
秘
史
・
陸
戦
篇
』
二
九
三
五
、
朝
日
新
聞
社
）

　
　
今
村
均
『
乃
木
大
將
今
村
均
大
将
回
想
録
別
冊
青
春
篇
（
下
）
』

　
　
　
二
九
六
一
、
自
由
ア
ジ
ア
社
）

　
　
同
『
乃
木
將
軍
』
（
一
九
六
四
、
全
国
戦
９
　
犠
牲
者
援
護
會
）

　
○
乃
木
関
係

　
　
塚
田
清
市
『
乃
木
大
將
事
蹟
』
二
九
コ
ハ
、
私
家
版
）

　
　
ｆ
津
野
田
是
重
『
旅
順
に
於
け
る
乃
木
將
軍
斜
陽
と
鍼
血
』
二
九
二

　
　
六
、
偕
行
社
）

　
　
・
同
『
楽
天
に
於
け
る
乃
木
將
軍
軍
服
の
聖
者
』
二
九
二
九
、
戦
記

　
　
名
著
刊
行
會
）

　
　
松
下
芳
男
『
乃
木
希
典
』
（
一
九
六
〇
、
吉
川
弘
文
館
）

　
○
見
玉
関
係

　
　
森
山
守
次
『
見
玉
大
將
傅
』
（
一
九
〇
八
、
星
野
錫
）

　
　
宿
利
重
一
　
『
９
　
玉
源
太
郎
』
二
九
三
八
、
對
胸
舎
）

軍
関
係
の
資
料

　
軍
関
係
の
資
料
に
お
い
て
は
、
二
〇
三
高
地
陥
落
前
の
コ
ー
月
一
日
に

児
玉
が
旅
順
訪
問
を
し
た
と
い
う
内
容
は
、
參
謀
本
部
編
纂
『
明
治
世
七
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八
年
日
露
戦
史
第
六
巻
』
二
九
一
四
、
東
京
偕
行
社
）
と
沼
田
多
稼
蔵
『
日

露
陸
戦
新
史
』
二
九
二
四
、
兵
書
出
版
社
）
に
見
ら
れ
る
。

　
參
謀
本
部
編
纂
『
明
治
世
七
八
年
日
露
戦
史
第
六
巻
』
「
第
九
篇
旅
順

要
塞
ノ
攻
略
」
で
は
、
コ
ー
月
一
日
の
正
午
「
見
玉
大
將
第
三
軍
司
令
部

二
著
シ
」
と
あ
り
、
大
山
総
司
令
官
か
ら
増
援
さ
れ
た
「
第
八
師
團
歩
兵

一
聯
隊
」
が
派
遣
さ
れ
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。
（
五
二
六
頁
）

　
さ
ら
に
「
十
二
月
五
日
ヨ
リ
六
日
二
亙
ル
情
況
」
で
は
、
「
歩
兵
第
十

七
聯
隊
（
中
略
）
ハ
午
後
五
時
四
十
分
見
玉
大
將
ノ
指
示
二
依
り
軍
司
令

官
ノ
使
用
二
供
セ
ラ
レ
同
司
令
官
之
ヲ
第
七
師
團
二
増
加
シ
」
と
記
録
さ

れ
て
い
る
。
（
同
前
、
五
五
三
‐
四
頁
）

　
も
と
も
と
歩
兵
第
十
七
聯
隊
は
、
大
山
総
司
令
官
の
配
下
に
あ
っ
た
も

の
だ
が
、
大
山
の
訓
令
に
よ
り
、
こ
れ
を
総
司
令
官
の
名
を
以
て
児
玉
が

使
用
し
た
の
で
あ
る
。
よ
っ
て
、
「
見
玉
大
将
ノ
指
示
二
依
リ
」
と
い
う

範
囲
は
、
大
山
よ
り
増
援
さ
れ
た
歩
兵
第
十
七
聯
隊
に
限
定
さ
れ
る
。

　
沼
田
多
稼
蔵
『
日
露
陸
戦
新
史
』
に
は
、
児
玉
が
一
一
月
二
九
日
「
午

後
八
時
總
參
謀
長
は
姻
台
を
獲
し
第
三
軍
に
急
行
す
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。

二
八
三
頁
）

　
し
か
し
、
ど
ち
ら
も
児
玉
が
乃
木
に
交
代
し
て
臨
時
に
第
三
軍
の
指
揮

権
を
執
る
と
い
う
こ
と
に
は
触
れ
ら
れ
て
い
な
い
。

民
間
の
資
料

　
次
に
民
間
の
資
料
か
ら
、
便
宜
上
、
年
代
順
に
児
玉
の
旅
順
訪
問
に
お

け
る
描
写
を
追
っ
て
い
く
。

　
半
井
冽
（
他
）
『
訂
正
日
露
戦
史
第
三
巻
』
二
九
〇
八
、
博
文
館
）
に
は
、

　
「
見
玉
大
將
（
中
略
）
二
〇
三
占
領
の
状
況
を
、
逐
一
大
山
總
司
令
官
に

電
報
し
」
と
記
録
さ
れ
て
い
る
だ
け
に
す
ぎ
な
い
。
（
七
二
頁
）

　
森
山
守
次
『
９
　
玉
大
将
傅
』
二
九
〇
八
、
星
野
錫
）
で
は
、
コ
一
月
一
目

に
児
玉
が
旅
順
に
到
着
し
、
「
新
に
第
八
師
團
の
一
箇
聯
隊
を
増
援
し
、

自
ら
軍
を
指
揮
し
て
之
れ
が
攻
撃
に
参
典
せ
り
」
と
触
れ
て
い
る
。
（
四
〇

三
一
八
頁
）

　
森
山
は
、
児
玉
が
乃
木
に
交
代
し
て
臨
時
に
第
三
軍
の
指
揮
権
を
執
っ

た
と
ま
で
は
言
っ
て
い
な
い
も
の
の
、
作
戦
の
主
導
は
児
玉
に
あ
っ
た
こ

と
を
述
べ
て
い
る
。

　
乃
木
の
部
下
で
あ
っ
た
塚
田
と
津
野
田
の
資
料
に
は
、
児
玉
が
旅
順
を

訪
問
し
た
こ
と
は
記
さ
れ
て
い
る
も
の
の
、
重
要
視
さ
れ
て
い
な
い
。

　
佐
藤
清
勝
『
予
が
観
た
る
日
露
戦
孚
』
二
九
三
一
、
軍
事
普
及
會
）
で
は
、

佐
藤
が
第
三
軍
に
所
属
し
て
い
る
友
人
か
ら
聞
い
た
と
い
う
「
旅
順
攻
撃

の
物
語
」
を
「
二
〇
三
高
地
を
占
領
し
得
だ
の
は
全
＜
見
玉
大
將
の
お
陰

で
あ
つ
た
」
と
回
顧
し
て
い
る
。
（
二
五
四
頁
）
し
か
し
佐
藤
は
、
児
玉
の

具
体
的
な
行
動
に
つ
い
て
は
記
し
て
お
ら
ず
、
児
玉
が
第
三
軍
の
指
揮
権

を
代
行
し
た
こ
と
に
つ
い
て
も
触
れ
て
い
な
い
。

　
大
山
元
師
傅
編
纂
委
員
編
『
元
帥
公
爵
大
山
巌
』
二
九
三
五
、
大
山
元
師

傅
刊
行
會
）
で
は
、
一
回
目
（
九
月
一
八
日
）
　
の
児
玉
の
旅
順
訪
問
に
つ

い
て
「
視
察
し
得
た
る
委
細
情
況
を
元
帥
に
報
告
す
る
所
が
あ
つ
だ
」
と

記
さ
れ
て
い
る
。
（
六
九
三
頁
）
し
か
し
二
回
目
二
二
月
一
日
）
　
の
訪
問

に
つ
い
て
は
記
載
さ
れ
て
い
な
い
。

　
宿
利
重
一
　
『
見
玉
源
太
郎
』
（
一
九
三
八
、
對
胸
舎
）
で
は
、
『
參
戦
二
十
将

星
回
顧
世
年
目
露
大
戦
を
語
る
陸
軍
篇
』
二
九
三
五
、
東
京
日
日
新
聞
）
の
六

八
か
ら
七
〇
頁
に
か
け
て
、
児
玉
が
旅
順
訪
問
し
た
際
の
随
行
員
で
あ
っ

た
田
中
國
重
の
回
顧
が
紹
介
さ
れ
て
い
る
。

　
田
中
は
「
參
謀
等
の
掃
つ
て
の
報
告
に
よ
る
と
、
旅
順
港
内
に
七
般
位

の
軍
艦
が
ゐ
る
。
そ
の
他
に
多
数
の
船
舶
も
ゐ
る
」
の
で
「
９
　
玉
さ
ん
の

主
張
」
に
よ
り
「
そ
れ
ぢ
や
ス
グ
射
て
と
云
ふ
こ
と
に
な
つ
だ
。
」

　
ま
た
、
コ
一
月
三
日
か
ら
四
日
に
掛
け
て
「
十
二
珊
榴
弾
砲
十
五
門
、

九
珊
臼
砲
十
二
門
の
陣
地
資
換
を
行
ひ
、
そ
し
て
北
太
陽
溝
、
鴨
湖
嘴
の

砲
斎
攻
撃
を
命
ぜ
ら
れ
た
」
の
は
「
見
玉
さ
ん
が
主
張
し
て
陣
地
資
換
す

る
こ
と
に
な
つ
た
の
で
す
。
」
と
回
顧
し
て
い
る
。
（
六
二
∇
三
頁
）

　
宿
利
か
紹
介
し
た
田
中
の
回
顧
で
は
、
作
戦
の
主
導
は
児
玉
に
あ
る
こ
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と
を
述
べ
て
い
る
。

　
司
馬
は
、
児
玉
の
指
揮
権
交
代
に
つ
い
て
辿
る
中
で
、
宿
利
重
一
　
『
見

玉
源
太
郎
』
の
中
で
触
れ
ら
れ
て
い
る
田
中
國
重
の
回
顧
に
注
目
し
、
田

中
の
回
顧
の
初
出
に
直
接
、
あ
た
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
な
ぜ
な
ら
ば
、
司

馬
は
参
考
に
し
た
主
な
書
目
の
中
に
、
「
日
露
戦
役
回
顧
座
談
會
」
の
記

事
及
び
『
名
將
回
顧
日
露
大
戦
秘
史
・
陸
戦
篇
』
（
一
九
三
五
、
朝
日
新
聞

社
）
を
挙
げ
て
い
な
い
も
の
の
、
こ
こ
に
記
さ
れ
た
回
顧
談
な
し
に
は
描

く
こ
と
が
で
き
な
い
幾
つ
か
の
場
面
が
あ
る
か
ら
で
あ
る
。

　
田
中
國
重
は
「
日
露
戦
役
回
顧
座
談
會
」
（
一
九
三
五
年
二
月
一
二
日
、
東
京

朝
日
新
聞
社
主
催
）
に
お
い
て
、
児
玉
の
「
作
戦
指
導
」
に
心
麹
二
〇
三
高

地
は
陥
落
で
き
た
と
い
う
「
秘
史
」
を
公
に
し
た
の
で
あ
る
。

－
田
中
国
重
の
回
顧
－

　
田
中
國
重
は
、
「
日
露
戦
役
回
顧
座
談
會
」
に
お
い
て
、
児
玉
が
「
第

三
軍
の
作
戦
指
導
」
の
た
め
に
「
必
要
の
場
合
に
は
、
見
玉
大
將
が
總
司

令
官
に
代
つ
て
第
三
軍
に
適
時
命
令
を
下
す
機
能
を
奥
ふ
る
」
と
い
う
大

山
総
司
令
官
の
「
命
令
書
懐
中
深
く
秘
め
て
」
い
た
こ
と
を
打
ち
明
け
た
。

田
中
は
、
乃
木
と
児
玉
の
関
係
は
「
非
常
な
御
親
密
の
間
柄
」
で
あ
り
、

乃
木
が
児
玉
の
提
案
を
す
ん
な
り
と
受
け
入
れ
「
和
気
蕩
々
の
間
に
物
事

が
解
決
し
」
た
の
で
、
「
賞
際
は
こ
の
権
能
の
行
使
に
は
立
至
ら
」
ず
に

　
「
第
三
軍
の
面
目
」
は
保
た
れ
た
こ
と
も
回
顧
し
て
い
る
。

　
ま
た
田
中
は
、
「
夜
間
の
射
撃
」
が
身
方
撃
ち
に
な
る
こ
と
を
攻
城
砲

兵
司
令
部
が
お
そ
れ
て
い
た
に
も
関
わ
ら
ず
、
「
我
二
十
八
サ
ン
チ
砲
を

し
て
十
五
分
間
隔
き
に
一
獲
の
割
合
に
、
二
〇
三
の
頂
嶺
を
射
撃
せ
し
め

た
い
」
と
い
う
「
見
玉
さ
ん
の
御
意
圖
」
が
あ
っ
た
こ
と
も
述
べ
て
い
る
。

　
さ
ら
に
陣
地
変
換
に
つ
い
て
も
、
そ
れ
ま
で
は
「
第
三
軍
の
方
で
は
い

ろ
／
＼
行
き
が
か
り
が
あ
つ
て
賞
行
さ
れ
な
か
つ
だ
」
も
の
の
、
児
玉
が

第
三
軍
に
来
て
か
ら
は
「
そ
れ
を
や
ら
う
と
い
ふ
こ
と
に
な
」
つ
た
と
述

べ
て
い
る
。
（
『
東
京
朝
日
新
聞
』
一
九
三
五
年
二
月
一
三
日
～
三
月
八
日
「
日
露
戦
役

回
顧
座
談
會
」
）

　
田
中
の
特
筆
す
べ
き
点
は
、
作
戦
の
主
導
は
児
玉
に
あ
っ
た
こ
と
を
回

顧
し
、
事
実
上
の
指
揮
権
交
代
が
あ
っ
だ
こ
と
を
述
べ
て
い
る
と
こ
ろ
で

あ
る
。
司
馬
は
、
「
穴
居
会
談
」
の
場
面
を
描
＜
に
あ
た
り
、
田
中
國
重

の
回
顧
談
に
大
き
＜
依
拠
し
た
の
で
あ
る
。

田
中
國
重
が
谷
寿
夫
に
打
ち
明
け
た
こ
と
Ｉ
『
機
密
日
露
戦
史
』
－

　
実
は
、
田
中
國
重
が
「
日
露
戦
役
回
顧
座
談
會
」
で
語
る
以
前
、
田
中

は
陸
軍
大
学
校
兵
学
教
官
で
あ
る
谷
寿
夫
か
ら
取
材
を
受
け
た
際
、
こ
の

回
顧
談
と
同
様
の
内
容
を
語
っ
て
い
た
。
谷
は
参
謀
本
部
か
ら
公
刊
さ
れ

た
戦
史
は
、
「
表
面
に
現
わ
れ
た
事
実
ば
か
り
」
で
あ
る
か
ら
、
当
時
を

知
る
田
中
の
所
へ
相
談
に
来
た
の
で
あ
る
。
谷
寿
夫
は
一
九
二
三
年
（
大

正
一
二
年
）
頃
、
陸
軍
大
学
校
の
教
科
書
と
し
て
使
用
す
る
『
機
密
日
露

戦
史
』
を
執
筆
中
で
あ
っ
た
。
（
原
本
は
、
大
正
一
四
年
陸
軍
大
学
校
調
製
、
が
り

版
刷
、
全
コ
ー
巻
二
Ｉ
章
で
あ
る
。
当
時
は
、
陸
軍
大
学
校
と
参
謀
本
部
だ
け
に
保
管
さ

れ
て
い
た
。
谷
の
死
後
、
こ
れ
を
全
一
巻
二
〇
章
に
編
集
し
、
一
九
六
六
年
、
原
書
房
よ

り
出
版
さ
れ
た
。
）

　
谷
寿
夫
『
機
密
日
露
戦
史
』
（
一
九
六
六
、
原
書
房
）
第
六
章
「
見
玉

總
參
謀
長
の
南
下
と
そ
の
活
躍
」
（
二
三
テ
八
頁
）
に
は
、
次
の
よ
う
に

記
さ
れ
て
い
る
。

　
　
予
は
友
人
と
し
て
腹
蔵
な
き
意
見
を
陳
開
し
た
し
。
こ
れ
が
為
め
要

　
　
す
れ
ば
一
時
軍
司
令
官
の
指
揮
権
を
も
借
用
し
た
き
を
以
て
、
希
＜

　
　
は
貴
兄
の
代
理
た
る
一
筆
の
添
書
き
授
け
ら
れ
た
し
と
。
此
時
見
玉

　
　
大
将
の
手
は
懐
の
書
状
に
触
る
る
所
あ
っ
た
が
、
遂
に
之
を
夕
七
ず

　
　
し
て
乃
木
大
将
は
快
諾
の
上
、
書
状
を
９
　
玉
大
将
に
附
与
し
た
。
（
二

　
　
三
五
頁
）

　
田
中
の
回
顧
に
は
、
「
一
時
」
軍
司
令
官
の
指
揮
権
を
「
借
用
」
と
い

う
言
葉
は
な
い
が
、
谷
は
こ
の
よ
う
に
ま
と
め
て
い
る
。

　
以
上
の
点
を
田
中
の
回
顧
と
比
較
し
て
み
る
な
ら
ば
、
田
中
の
回
顧
を
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も
と
に
し
て
『
機
密
日
露
戦
史
』
の
旅
順
戦
の
項
目
は
成
り
立
ち
、
陸
軍

大
学
校
の
授
業
と
し
て
議
論
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

　
谷
は
『
機
密
日
露
戦
史
』
の
中
で
、
児
玉
の
行
動
を
「
軍
規
軍
律
上
大

問
題
」
と
指
摘
し
て
い
る
。
な
ぜ
な
ら
ば
、
天
皇
に
よ
っ
て
命
ぜ
ら
れ
た

第
三
軍
司
令
官
の
指
揮
権
を
大
山
総
司
令
官
が
児
玉
に
委
譲
し
た
か
ら
で

あ
る
。
こ
の
た
。
め
に
、
軍
関
係
の
資
料
に
は
児
玉
が
第
三
軍
に
「
作
戦
指

導
」
を
与
え
た
こ
と
は
記
さ
れ
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

　
児
玉
の
部
下
で
あ
っ
た
田
中
國
重
は
、
た
だ
熱
心
に
児
玉
の
「
作
戦
指

導
」
に
よ
り
二
〇
三
高
地
が
陥
落
で
き
た
と
い
う
埋
も
れ
た
功
績
を
顕
彰

し
た
い
だ
け
で
あ
り
、
軍
司
令
官
と
し
て
の
乃
木
の
評
価
を
既
め
る
と
い

う
思
惑
は
な
い
。
し
か
し
、
そ
の
田
中
の
意
図
し
な
い
と
こ
ろ
で
、
乃
木

の
軍
司
令
官
と
し
て
の
能
力
に
波
紋
を
投
げ
掛
け
た
こ
と
に
な
っ
た
。
田

中
の
発
言
は
、
谷
が
執
筆
し
た
『
機
密
日
露
戦
史
』
に
影
響
を
与
え
、
陸

軍
大
学
校
の
授
業
に
お
い
て
、
乃
木
の
軍
司
令
官
と
し
て
の
是
非
が
議
論

さ
れ
た
の
で
あ
る
。

　
「
密
書
」
の
問
題

　
司
馬
は
、
児
玉
が
大
山
巌
か
ら
託
さ
れ
た
「
密
書
」
を
携
え
て
い
た
と

描
い
て
い
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
考
察
す
る
。

　
一
つ
目
は
、
「
密
書
」
で
あ
る
か
ら
、
「
密
書
」
そ
の
も
の
の
存
在
自

体
が
不
明
で
あ
る
。
ま
た
、
乃
木
が
児
玉
に
渡
し
た
と
言
わ
れ
る
「
代
理

た
る
一
筆
の
添
書
き
」
も
保
管
さ
れ
て
い
な
い
。

　
二
つ
目
は
、
軍
規
上
、
大
山
の
「
密
書
」
で
は
、
軍
司
令
官
の
交
代
は

で
き
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

　
松
下
芳
男
は
「
乃
木
希
典
と
上
村
彦
之
丞
」
（
『
文
蔡
春
秋
臨
時
増
刊

　
「
坂
の
上
の
雲
」
と
日
露
戦
争
』
昭
和
四
七
年
一
　
一
月
）
　
の
中
で
、
次
の

よ
う
に
評
し
て
い
る
。

　
　
児
玉
総
参
謀
長
が
、
大
山
総
司
令
官
の
命
を
う
け
て
旅
順
に
来
て
、

　
　
作
戦
の
助
言
を
し
た
こ
と
は
本
当
だ
け
れ
ど
も
、
乃
木
に
代
っ
て
作

　
　
戦
指
揮
を
し
た
な
ど
と
は
、
全
然
ウ
ソ
で
あ
る
。
軍
の
定
則
と
し
て
、

　
　
形
式
的
で
あ
る
に
し
て
も
、
天
皇
の
命
令
な
く
し
て
、
軍
司
令
官
の

　
　
指
揮
権
を
取
り
上
げ
る
な
ど
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
も
の
で
但
な

　
　
い
。
ま
た
二
〇
三
高
地
攻
撃
の
新
方
策
は
、
児
玉
に
よ
っ
て
決
定
さ

　
　
れ
た
と
い
う
こ
と
も
ウ
ソ
で
、
児
玉
の
旅
順
到
着
前
に
作
案
さ
れ
て

　
　
い
た
の
が
、
児
玉
の
到
着
後
の
参
謀
会
議
で
確
定
さ
れ
た
と
い
う
の

　
　
が
事
実
で
あ
る
。
ど
う
も
俗
評
は
、
乃
木
の
無
能
ぶ
り
を
、
虚
実
取

　
　
り
ま
ぜ
て
宣
伝
す
る
に
熱
心
で
あ
る
。
（
七
一
頁
）

　
松
下
が
指
摘
す
る
よ
う
に
、
軍
規
上
、
総
司
令
官
の
大
山
が
児
玉
に
託

し
た
「
密
書
」
で
は
軍
司
令
官
の
指
揮
権
を
剥
奪
す
る
こ
と
は
で
き
な
い

の
で
あ
る
か
ら
、
公
式
的
に
は
、
児
玉
が
乃
木
に
交
代
し
て
臨
時
に
第
三

軍
の
指
揮
権
を
執
る
こ
と
な
ど
あ
り
得
な
い
の
で
あ
る
。
事
実
上
、
児
玉

が
第
三
軍
の
指
揮
権
を
臨
時
に
執
っ
て
い
て
も
、
形
式
上
は
乃
木
が
第
三

軍
司
令
官
で
あ
る
こ
と
に
は
変
わ
り
は
な
い
。
つ
ま
り
公
式
書
類
上
に
よ

る
軍
司
令
官
の
交
代
は
行
わ
れ
て
い
な
い
の
で
あ
る
。

　
し
か
し
、
こ
こ
で
松
下
が
、
「
全
然
ウ
ソ
」
だ
と
反
論
し
て
い
る
こ
と

も
、
あ
ま
り
に
書
類
上
の
指
揮
権
交
代
に
囚
わ
れ
過
ぎ
て
い
る
の
で
は
な

い
か
。
田
中
の
回
顧
に
あ
る
よ
う
に
、
事
実
上
の
指
揮
権
交
代
は
で
き
る

の
で
あ
る
。

　
こ
の
よ
う
に
、
書
類
上
と
事
実
上
の
指
揮
権
交
代
の
意
味
の
相
違
を
理

解
す
れ
ば
、
司
馬
が
、
乃
木
の
こ
と
を
「
お
も
て
む
き
の
表
徴
」
と
描
い

た
意
図
も
明
ら
か
に
な
る
。
司
馬
は
、
形
式
上
、
乃
木
の
指
揮
権
は
児
玉

と
交
代
し
て
い
な
い
が
、
事
実
上
は
交
代
し
た
こ
と
を
表
現
し
た
の
で
あ

る
。
　
よ
っ
て
松
下
は
形
式
上
の
軍
司
令
官
の
交
代
に
つ
い
て
、
司
馬
の
描
写

を
批
判
し
て
い
る
の
で
、
こ
れ
は
司
馬
批
判
に
は
な
っ
て
い
な
い
。

　
こ
の
よ
う
に
軍
司
令
官
が
交
代
す
る
と
い
う
意
味
に
つ
い
て
、
形
式
上

と
事
実
上
の
相
違
が
、
児
玉
の
指
揮
権
交
代
と
い
う
議
論
を
生
み
だ
す
原

因
と
な
っ
て
い
る
。
軍
関
係
の
資
料
に
は
、
児
玉
の
旅
順
訪
問
に
つ
い
て
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は
重
要
視
さ
れ
て
お
ら
ず
、
一
方
、
児
玉
側
の
資
料
で
は
、
児
玉
の
「
作

戦
指
導
」
に
よ
っ
て
二
〇
三
高
地
陥
落
へ
導
い
た
と
い
う
よ
う
に
見
解
が

分
か
れ
て
い
る
原
因
も
そ
こ
に
あ
る
。

　
後
で
詳
述
す
る
が
、
司
馬
が
『
殉
死
』
の
下
準
備
と
し
て
、
谷
寿
夫
『
機

密
日
露
戦
史
』
を
読
ん
で
い
な
い
旨
を
言
っ
て
い
る
の
で
あ
れ
ば
、
次
に

述
べ
る
今
村
均
の
回
顧
は
、
田
中
國
重
の
回
顧
と
は
、
も
う
一
つ
別
の
乃

木
「
愚
将
」
論
へ
の
司
馬
が
辿
っ
た
道
筋
と
言
え
る
で
あ
ろ
う
。

－
Ｉ
今
村
均
の
回
顧
－

　
今
村
均
『
乃
木
大
将
今
村
均
大
将
回
想
録
別
冊
青
春
篇
（
下
）
』
二
九
六

一
年
、
自
由
ア
ジ
ア
社
）
を
中
心
に
し
て
、
今
村
の
回
想
を
追
い
、
乃
木
の

軍
司
令
官
と
し
て
の
能
力
が
陸
軍
大
学
校
内
に
お
い
て
議
論
さ
れ
て
い
た

こ
と
を
見
て
い
く
。

　
乃
木
の
殉
死
か
ら
一
　
一
年
後
、
今
村
は
、
上
原
勇
作
元
帥
百
露
戦
当
時
、

野
津
第
四
軍
参
謀
長
）
の
補
佐
役
副
官
に
な
っ
て
い
た
。
『
機
密
日
露
戦
史
』

を
執
筆
中
で
あ
っ
た
陸
大
兵
学
教
官
の
谷
寿
夫
大
佐
（
後
中
将
）
が
、
今

村
の
所
へ
相
談
に
来
た
。
谷
は
「
真
相
を
は
っ
き
り
さ
せ
た
日
露
戦
史
を

作
り
」
た
い
と
い
う
意
思
が
あ
っ
た
も
の
の
、
当
時
の
老
将
軍
は
口
を
喋

ん
で
い
る
。
そ
こ
で
、
上
原
元
帥
か
ら
真
相
を
話
し
て
頂
く
よ
う
に
、
今

村
か
ら
上
原
元
帥
に
相
談
し
て
欲
し
い
と
い
う
旨
で
あ
っ
た
。
（
二
二
二
‐

三
頁
）

　
特
に
、
谷
は
「
わ
れ
わ
れ
が
軍
神
と
し
て
、
崇
め
て
い
る
乃
木
将
軍
が
、

旅
順
を
落
と
し
た
の
で
は
な
く
２
実
際
は
児
玉
将
軍
が
攻
略
し
た
の
だ

’
な
ど
と
記
述
す
る
こ
と
は
、
何
ん
だ
か
気
が
と
が
め
て
な
ら
な
い
。
」

と
配
慮
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
（
同
前
、
二
二
五
頁
）

　
こ
れ
に
対
し
て
上
原
は
、
大
山
総
司
令
官
の
「
大
度
量
」
と
絡
め
て
。

　
「
児
玉
さ
ん
が
旅
順
に
行
っ
た
の
で
、
乃
木
さ
ん
の
下
の
伊
地
知
参
謀
長

は
、
督
励
さ
れ
た
で
あ
ろ
う
。
が
、
旅
順
を
攻
略
し
た
の
は
、
名
実
共
に

乃
木
将
軍
だ
。
」
と
答
え
て
い
る
。
（
同
前
、
二
二
七
‐
八
頁
）

　
ま
た
今
村
は
、
旅
順
要
塞
攻
略
戦
に
お
け
る
児
玉
の
督
戦
に
つ
い
て
「
武

将
と
し
て
の
児
玉
大
将
は
、
乃
木
将
軍
の
上
に
見
ら
る
べ
き
も
の
だ
ろ
う
」

と
い
う
評
価
が
陸
軍
大
学
校
の
戦
史
研
究
と
し
て
提
起
さ
れ
て
い
た
こ
と

を
回
顧
し
て
い
る
。
（
同
前
、
二
二
八
頁
）

　
乃
木
の
軍
事
能
力
を
疑
問
視
す
る
意
見
の
代
表
と
し
て
、
今
村
は
、
参

謀
本
部
の
同
僚
、
陸
軍
大
学
校
首
席
卒
業
の
藤
室
大
尉
が
記
し
た
「
武
将

論
」
を
紹
介
し
て
い
る
。
そ
れ
は
「
ど
ん
な
高
潔
の
軍
人
で
も
、
敗
戦
を

招
い
た
の
で
は
、
祖
国
の
忠
臣
と
い
う
こ
と
は
出
来
な
い
。
よ
っ
て
将
来

の
将
官
は
、
戦
術
、
戦
略
に
秀
で
て
お
り
（
中
略
）
私
行
上
の
清
廉
と
か
、

人
格
の
高
潔
と
か
を
、
過
度
に
重
視
さ
れ
て
は
な
ら
な
い
」
と
い
う
内
容

で
あ
る
。
（
同
前
、
二
二
九
頁
）

　
よ
っ
て
藤
室
は
、
「
旅
順
攻
略
の
功
績
は
、
多
＜
児
玉
大
将
の
能
力
に

帰
せ
ら
る
べ
き
も
の
」
と
言
う
の
で
あ
る
。
（
同
前
、
二
二
九
頁
）

　
最
後
に
今
村
は
、
乃
木
と
児
玉
を
「
比
較
す
る
こ
と
自
体
が
間
違
い
」

で
あ
る
と
言
う
。
児
玉
と
伊
地
知
は
比
較
で
き
る
が
、
乃
木
に
つ
い
て
は

　
「
旅
順
に
存
在
し
た
こ
と
自
体
が
、
攻
略
の
主
導
力
」
で
あ
り
、
「
全
軍

の
衆
心
一
致
」
を
得
た
と
述
べ
て
い
る
。
（
陽
前
、
二
三
∇
二
頁
）

　
今
村
は
乃
木
の
軍
司
令
官
と
し
て
の
人
徳
に
つ
い
て
は
評
価
し
て
い
る

も
の
の
、
軍
事
能
力
に
つ
い
て
は
触
れ
て
い
な
い
。
結
局
、
今
村
は
藤
室

に
対
し
て
概
ね
肯
定
し
な
が
ら
、
「
軍
神
」
乃
木
像
に
配
慮
し
、
乃
木
の

軍
事
能
力
に
つ
い
て
触
れ
る
こ
と
を
禁
忌
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
今
村
均
『
乃
木
將
軍
』
（
一
九
六
四
、
囲
全
国
戦
孚
犠
牲
者
援
護
會
）
で
も
同

様
に
、
乃
木
の
軍
事
能
力
に
つ
い
て
は
触
れ
て
お
ら
ず
、
「
全
将
兵
が
「
こ

の
人
の
下
で
な
ら
」
と
敢
闘
を
つ
づ
け
る
よ
う
な
信
頼
を
か
け
て
る
将
師

は
」
乃
木
し
か
い
な
い
と
い
う
大
山
元
帥
の
確
信
を
紹
介
し
て
い
る
。
（
二

二
頁
）

司
馬
が
、
田
中
國
重
と
今
村
均
か
ら
受
け
た
影
響
－
乃
木
の
軍
司
令
官

と
し
て
の
能
力
－
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司
馬
は
、
今
村
が
世
間
の
配
慮
か
ら
触
れ
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
乃

木
「
愚
将
」
論
を
今
村
の
回
想
に
よ
っ
て
確
証
し
て
い
っ
た
の
で
は
な
い

か
と
考
え
ら
れ
る
。
児
玉
が
乃
木
に
交
代
し
て
第
三
軍
の
指
揮
権
を
執
る

こ
と
に
よ
り
、
二
〇
三
高
地
は
陥
落
し
、
旅
順
港
内
の
敵
艦
隊
を
撃
滅
さ

せ
た
こ
と
が
、
開
城
を
早
め
た
と
い
う
司
馬
が
立
て
た
仮
説
は
、
田
中
の

回
顧
談
や
今
村
の
回
想
録
を
根
拠
と
し
て
組
み
立
て
ら
れ
て
い
っ
た
も
の

で
あ
ろ
う
。

　
た
だ
、
司
馬
は
、
児
玉
が
乃
木
に
代
わ
っ
て
第
三
軍
の
指
揮
権
を
臨
時

に
執
る
に
至
っ
た
こ
と
に
つ
い
て
、
児
玉
側
の
資
料
に
偏
り
過
ぎ
て
い
る
。

例
え
ば
、
旅
順
要
塞
攻
略
戦
に
お
い
て
、
「
甲
案
」
東
北
正
面
の
望
崔
側

か
ら
攻
め
て
い
く
の
か
、
あ
る
い
は
「
乙
案
」
比
較
的
防
備
の
手
薄
で
あ

る
西
方
正
面
の
二
〇
三
高
地
側
か
ら
攻
め
て
い
く
の
か
と
い
う
問
題
に
つ

い
て
も
、
大
本
営
と
総
司
令
部
の
意
見
の
相
違
、
総
司
令
部
と
第
三
軍
の

齢
範
が
あ
っ
た
と
い
う
事
実
を
司
馬
は
考
慮
し
て
い
な
い
。
こ
こ
で
も
、

乃
木
を
「
無
能
」
と
し
て
描
＜
た
め
に
、
旅
順
要
塞
攻
略
戦
を
効
果
的
に

盛
り
上
げ
る
こ
と
が
第
一
に
な
っ
て
い
る
。

　
司
馬
は
「
「
旅
順
」
か
ら
考
え
る
」
（
『
現
代
小
説
』
一
九
七
一
年
五
月
号
、
『
歴

史
の
中
の
日
本
』
一
九
七
四
、
中
央
公
論
社
）
で
、
『
殉
死
』
（
一
九
六
七
、
文
蓼
春
秋
）

の
執
筆
準
備
期
間
中
に
「
そ
の
こ
ろ
は
ま
だ
谷
寿
夫
（
旧
陸
大
教
官
・
中
将
）

の
『
機
密
日
露
戦
史
』
は
刊
行
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。
（
中
略
）

そ
の
後
、
谷
氏
の
も
の
を
読
み
、
私
の
思
っ
て
い
た
の
と
ち
か
い
こ
と
が

の
べ
ら
れ
て
い
ま
し
た
の
で
、
安
堵
し
ま
し
た
。
」
と
回
顧
し
て
い
る
。
（
八

八
頁
）
谷
寿
夫
『
機
密
日
露
戦
史
』
は
一
九
六
六
年
に
原
書
房
よ
り
出
版

さ
れ
て
い
る
の
で
、
「
刊
行
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
」
と
い
う
司
馬
の
回
顧

は
勘
違
い
で
あ
る
。

　
司
馬
が
『
殉
死
』
執
筆
後
の
回
想
に
お
い
て
、
わ
ざ
わ
ざ
谷
寿
夫
『
機

密
目
露
戦
史
』
二
九
六
六
、
原
書
房
）
に
触
れ
て
い
る
こ
と
に
注
目
す
る
と
、

お
そ
ら
く
司
馬
は
、
先
述
の
田
中
の
回
顧
と
今
村
の
著
書
か
ら
『
機
密
日

露
戦
史
』
の
存
在
と
重
要
性
を
知
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
『
機
密
日

露
戦
史
』
は
、
軍
関
係
者
以
外
は
入
手
不
可
能
だ
っ
た
の
で
、
『
殉
死
』

の
執
筆
に
際
し
て
読
ん
で
い
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。

　
司
馬
は
『
機
密
日
露
戦
史
』
を
読
む
以
前
に
、
二
〇
三
高
地
攻
略
の
功

績
は
児
玉
の
指
揮
権
交
代
に
あ
る
と
い
う
こ
と
を
司
馬
自
身
が
立
証
で
き

た
こ
と
を
強
調
し
た
か
っ
た
た
め
に
、
『
殉
死
』
の
準
備
期
間
中
に
『
機

密
日
露
戦
史
』
が
刊
行
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
と
述
べ
た
の
で
は
な
い
か
。

今
村
均
「
司
馬
遼
太
郎
氏
の
「
要
塞
」
を
読
ん
で
」

　
今
村
は
死
去
の
約
一
年
前
、
『
別
冊
文
蔡
春
秋
一
〇
〇
号
記
念
特
集
』

　
（
一
九
六
七
年
六
月
五
日
発
行
）
「
Ｉ
要
塞
」
の
所
感
を
「
乃
木
将
軍
は
無
能

で
は
な
い
」
と
し
て
『
讃
責
新
聞
』
（
一
九
七
六
年
七
月
一
四
日
朝
刊
）
に
投
稿

し
て
い
る
。

　
今
村
は
、
「
司
馬
氏
は
新
し
い
観
点
か
ら
乃
本
希
典
将
軍
の
軍
事
能
力

を
熱
心
に
研
究
さ
れ
、
こ
れ
を
率
直
に
評
論
さ
れ
て
い
る
。
」
と
評
し
、

司
馬
が
乃
木
に
対
し
て
「
相
当
の
敬
意
な
り
善
意
な
り
を
も
っ
て
」
執
筆

し
て
い
る
こ
と
を
読
み
取
っ
て
い
る
。
し
か
し
今
村
は
「
乃
木
将
軍
を
精

神
主
義
者
、
文
人
と
し
て
は
偉
大
で
は
あ
る
が
、
反
面
、
幾
個
所
か
に
「
将

軍
は
軍
事
能
力
は
皆
無
で
あ
っ
た
」
と
い
う
文
字
が
見
え
る
点
」
に
つ
い

て
意
見
を
述
べ
て
い
る
。

　
今
村
は
、
乃
木
の
ド
イ
ツ
留
学
つ
い
て
司
馬
が
「
将
軍
の
関
心
事
は
あ

く
ま
で
教
育
で
あ
り
、
精
神
美
の
追
求
で
あ
り
、
要
塞
と
要
塞
攻
撃
に
対

す
る
研
究
は
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
っ
た
」
と
記
述
し
た
こ
と
に
つ
い
て
反

論
し
、
今
村
の
夫
人
の
父
・
千
田
登
文
（
軍
旗
事
件
の
河
原
林
少
尉
の
後
任
連

隊
旗
手
）
が
今
村
に
「
乃
木
将
軍
は
野
戦
に
は
長
じ
て
お
ら
れ
、
ド
イ
ツ

に
留
学
す
る
さ
い
も
、
野
戦
を
研
究
し
て
こ
い
、
と
い
わ
れ
て
お
も
む
い

た
も
の
で
、
要
塞
戦
は
あ
ま
り
得
手
で
も
な
＜
、
そ
の
研
究
も
し
て
こ
な

か
っ
た
」
と
語
っ
た
こ
と
を
紹
介
し
て
い
る
。
当
時
、
要
塞
研
究
の
先
進

国
は
フ
ラ
ン
ス
で
あ
っ
た
の
で
、
今
村
は
「
乃
木
将
軍
が
要
塞
攻
撃
に
き

わ
立
っ
た
成
果
を
あ
げ
得
な
か
っ
た
と
い
っ
て
直
ち
に
無
能
で
あ
る
、
と
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い
う
の
は
当
た
ら
な
い
。
」
と
言
う
の
で
あ
る
。

　
ま
た
「
軍
司
令
官
が
参
謀
長
の
作
っ
て
き
た
計
画
を
否
と
し
て
、
や
り

直
し
を
命
ず
る
こ
と
は
、
む
し
ろ
避
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
よ
う

な
風
習
」
が
あ
っ
た
こ
と
を
述
べ
て
い
る
。

　
今
村
は
、
司
馬
に
反
駁
し
た
も
の
の
、
乃
木
の
軍
事
能
力
に
つ
い
て
は

評
価
し
て
お
ら
ず
、
結
局
は
司
馬
を
支
持
し
た
形
に
な
っ
て
い
る
。
戦
後

に
お
い
て
も
、
今
村
は
「
軍
神
」
乃
木
と
い
う
虚
像
を
傷
つ
け
な
い
よ
う

に
配
慮
し
、
乃
木
の
人
徳
面
で
の
功
績
を
讃
え
て
い
る
。

松
下
芳
男
『
乃
木
希
典
』
の
旅
順
要
塞
攻
略
戦
批
判

　
松
下
芳
男
『
乃
木
希
典
』
（
一
九
六
〇
、
吉
川
弘
文
館
）
で
は
、
戦
後
、
最

も
早
＜
乃
木
の
旅
順
要
塞
攻
略
戦
が
批
判
さ
れ
て
い
た
。

　
た
だ
し
、
松
下
は
、
乃
木
の
作
戦
面
に
つ
い
て
は
問
題
が
あ
る
と
指
摘

し
な
が
ら
も
、
軍
司
令
官
と
し
て
の
器
に
関
し
て
は
「
当
時
か
れ
に
代
わ

り
う
る
適
任
者
は
、
恐
ら
く
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。
」
と
認
め
て
い
る
。
（
四

頁
）
そ
し
て
、
乃
木
の
欠
点
は
欠
点
と
し
て
取
り
上
げ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
も
の
の
、
「
乃
木
は
、
そ
の
欠
点
を
補
う
て
余
り
あ
る
美
点
を
、
自
ら

身
に
つ
け
て
い
た
」
と
讃
え
て
い
る
。
（
同
前
、
一
八
一
頁
）

　
こ
の
よ
う
に
松
下
は
、
戦
後
に
お
い
て
も
、
乃
木
の
軍
司
令
官
と
し
て

　
「
徳
望
」
の
面
で
、
戦
勝
を
果
た
し
た
こ
と
を
評
価
し
、
乃
木
「
軍
神
」

像
に
踏
み
込
む
こ
と
に
禁
忌
し
て
い
る
。

　
司
馬
が
、
松
下
の
著
書
を
参
照
し
た
か
ど
う
か
に
つ
い
て
は
確
証
で
き

な
い
が
、
松
下
と
今
村
の
場
合
、
乃
木
の
軍
事
能
力
に
お
け
る
議
論
の
出

所
は
同
じ
陸
軍
内
部
か
ら
で
あ
る
。
乃
木
評
価
に
関
し
て
は
、
松
下
も
今

村
も
生
温
い
も
の
で
あ
り
、
や
は
り
決
定
的
に
乃
木
の
旅
順
要
塞
攻
略
戦

を
批
判
し
た
の
は
司
馬
で
あ
る
。

お
わ
り
に

　
司
馬
が
、
乃
木
の
旅
順
要
塞
攻
略
戦
を
批
判
的
に
検
討
し
た
こ
と
は
。

こ
れ
ま
で
の
乃
木
「
軍
神
」
像
を
解
体
す
る
突
破
口
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

司
馬
は
、
従
来
の
乃
木
「
軍
神
」
像
の
禁
忌
に
一
歩
踏
み
込
ん
で
、
旅
順

要
塞
攻
略
戦
を
非
難
し
、
そ
こ
か
ら
乃
木
「
愚
将
」
論
を
構
築
し
た
の
で

あ
る
。
そ
こ
に
『
殉
死
』
の
功
績
が
あ
る
と
言
え
よ
う
。
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